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1． 実習手順

実習手順を以下に示す。

1） 「メモリ、HDDの増設」と「BIOSのパスワード削除及び確認」

2） HDDの完全消去

3） Windows2000のインストール

4） LINUX(CentOS)のインストール

以下の章で各手順を具体的に説明する。

本実習では2つのコースを設ける。






２．　インストール計画（HDDのパーティション）

　HDDを2台接続しているため、インストール中にそれらのHDDはhda、hdbと表示され、primaryはhda、secondaryはhdbである。この実習では、表1のようにパーティションを分けることにする。





表1　パーティション

hda
Win用　3GB


データ用　1GB

hdb
Lin用　4GB

３．「メモリ、HDDの増設」と「BIOSのパスワード削除及び確認」

　

　他のPCからメモリ2枚とHDDを1台取り外し、製作しているPCに取り付け、メモリカード3枚、HDD２台にする。ただし、コース２の場合は、primary（MASTER）にWindowsが入っているハードディスクを接続する。

次に、BIOSのパスワードを解除する。解除方法はDIPスイッチのNo.5とNo.6をONにし、電源を入れる。画面にパスワードをclearしたことを示すメッセージが出るので確認する。電源を切り、No.5とNo.6をOFFに戻す。電源を入れてBIOS(SETUP)画面で、CDブートが1st bootであることを確認する。

4． HDDの消去

　HDDを消去するCDをブートし、接続してある2台とも完全消去する。手順は、ソフトの指示通りに行なう。

　HDDの消去が完了すれば、「A:/」とディスプレイに表示されるので、CDを取り出し、Windows2000のCDを入れ、「Ctrl+Alt+Del」を2回押し、PCを再起動させWindowsのインストールを開始する。

５．　Windows2000をインストール

　Windows2000のCDを入れブートする。手順は、インストーラの指示通りに行なえばよい。途中で、パーティションを切るところがあるので、そこではhdaを3GBと1GBの2つのパーティションに区切り、3GBにWindows2000をインストール(NTFSでフォーマット)する。1GBの方はフォーマットはせず、そのままにしておいてよいが、後でWindowsのディスク管理のところでFAT32にフォーマットする。

Administratorのパスワード：abcdefg

６．LINUX(CentOS)のインストール

　CentOSのCD1をブートし、インストーラを起動する。手順は、インストーラの指示通りに行なえばよい。パーティションを区切るときには、自動で行なわず、手動でおこなう。インストールはWindows2000を温存し、空き容量のあるハードディスクにインストールする。LINUXをインストールする際のパーティションは以下の表2のように区切る。




表2　LINUXのパーティション

/boot
100MB　固定

swap
最大512MB

/
残りすべて

ブートローダはGRUBを使用する。最初はラベルが「　　」(空欄)になっているはずなので、「Windows2000」と書き換える。このとき、自分がWindows2000をインストールしたパーティションにラベルを書き入れていることを確認する。デフォルトのイメージをWindows2000にする。

ブートディスクは省略する。

rootのパスワード：abcdefg

７．動作確認とレポート

以下の事項を確認しなさい。

あ）ハードディスクのパーティション割り当て結果と、空き容量

い）増設後のメモリ搭載量と使用しているCPUの種類とクロックスピード

う）DHCPで取得したIPアドレスとhttp://www.ehime-u.ac.jp/までのトレースルート結果

本日の作業内容および、動作確認結果について各自レポートしなさい。
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手順の1)、4)を行なう。
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